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平
成
27
年
度
第
１
回
「
奄
美
・
琉
球
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
科
学
委
員
会
注１

」（
委

員
長
・
土
屋
誠
琉
球
大
学
名
誉
教
授
、
委
員
14
名
）
が
９
月
７
日
、
亀
津
の
JA
会

館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
が
徳
之
島
で
開
か
れ
る
の
は
初
め
て

で
あ
り
、
翌
８
日
は
、
島
内
で
国
立
公
園
へ
の
指
定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
域
の

現
地
視
察
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
歩
み
　
第
18
回

奄
美
・
琉
球
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
科
学
委
員
会
開
催

奄
美
・
琉
球
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
推
薦
に
向
け
て
、

環
境
省
と
林
野
庁
、
鹿
児
島
・
沖
縄
の
両
県
は
科
学
委
員
会

な
ど
を
設
置
し
、
候
補
地
に
選
定
し
た
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、

沖
縄
本
島
北
部
、
西
表
島
に
関
す
る
自
然
遺
産
と
し
て
の
価

値
を
示
す
推
薦
書
や
遺
産
価
値
を
保
全
す
る
た
め
の
管
理
計

画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
推
薦
書
や
管
理
計
画
に
実
行
性
を
持
た
せ
る
保
護
担

保
措
置
と
な
る
の
が
、
国
立
公
園
へ
の
指
定
で
あ
り
、
関
係

機
関
が
国
立
公
園
化
の
実
務
作
業
を
進
め
、
既
に
国
立
公
園

が
あ
る
西
表
島
で
は
、
地
元
関
係
者
ら
と
の
調
整
が
終
了
し
、

西
表
石
垣
国
立
公
園
区
域
の
拡
張
に
関
す
る
意
見
公
募
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
８
月
25
日
に
開
始
し
ま
し
た
。

一
方
、
奄
美
大
島
と
徳
之
島
、
沖
縄
本
島
で
は
、
国
立
公

園
の
新
設
に
向
け
て
地
権
者
ら
と
の
調
整
中
の
た
め
、
今
月
末
を
め
ど
に
し
て
い
た
国
連
科
学
文
化

機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
へ
の
推
薦
書
の
暫
定
版
の
提
出
が
来
年
以
降
に
ず
れ
込
む
こ
と
に
な
り
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
へ
の
目
標
年
を
「
平
成
30
年
以
降
」
と
す
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
の
目
標
は
平
成
3 0
年

自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
現
状

世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
目
標
年
が
１
年
遅
れ
と
な
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
環
境
省
那
覇
自
然
環
境
事
務
所
の
西
村
学
所
長
は
報
道
機

関
等
に
対
し
「
西
表
島
は
国
有
林
と
国
有
地
が
多
い
が
、
奄
美
大
島
、

徳
之
島
、
沖
縄
本
島
北
部
は
、
住
民
生
活
の
場
と
保
護
地
域
の
場
が

近
く
民
間
の
所
有
地
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
の
方
々
と
の
丁
寧
な

調
整
が
必
要
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で「
関
係
者
と
の
合
意
形
成
を
経
て
、国
立
公
園
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
と
科
学
委
員
会
で
の
推
薦
書
暫
定
版
の
提
示
を
で
き
る

だ
け
早
く
行
い
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
早
期
実
現
へ
つ
な
げ
た
い
」

と
話
し
て
お
り
、
こ
の
期
間
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
む
べ

き
課
題
の
多
く
を
解
決
し
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
の
理
解
と
協
力
で
世
界
自
然
遺
産
登
録

の
実
現
を　
　

～
星
野
一
昭
氏
講
演
会
～

島
内
の
３
町
で
作
る
徳
之
島
地
区
自
然
保
護
協
議
会
主
催
に
よ
る
鹿

児
島
大
学
特
任
教
授
・
星
野
一
昭
氏
注２

の
講
演
会
が
９
月
６
日
、
伊
仙

町
の
「
ほ
ー
ら
い
館
」
で
開
催
さ
れ
、
住
民
と
関
係
者
ら
約
３
０
０

名
が
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

講
演
は
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
意
義
と
地
域
社
会
の
役
割
～
各

地
の
経
験
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
～
」
と
題
し
、
世
界
遺
産
条
約
の
仕

組
み
や
類
型
、
自
然
遺
産
登
録
の
条
件
、
同
遺
産
登
録
地
域
の
登
録

ま
で
の
経
緯
や
現
状
の
課
題
な
ど
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
丁
寧
に
説
明
。

星
野
氏
が
環
境
省
勤
務
中
に
関
わ
っ
た
屋
久
島
や
知
床
、
小
笠
原
で

の
自
然
遺
産
登
録
実
現
ま
で
の
過
程
を
紹
介
し
た
上
で
、
奄
美
・
琉

球
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
向
け
て
「
暮
ら
し
と
密
接
に
関
わ
る
自

徳之島で初めて開かれた奄美・琉球世界自然遺産候補地科学委員会
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〈
豊
穀
神
社
・
鬼
の
足
跡
石
〉

本
町
最
北
部
に
位
置
す
る
手
々
集
落
に

は
、
様
々
な
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。
集

落
を
見
降
ろ
す
小
高
い
山
は
「
カ
ン
ギ
ョ

ウ
（
神
川
）
グ
ス
ク
」
と
呼
ば
れ
る
聖
な

る
森
で
、
同
地
に
建
つ
豊
穀
神
社
の
説

明
版
に
は
、「
か
つ
て
は
神
様
が
羽
の
生

え
た
馬
に
乗
っ
て
や
っ
て
く
る
場
所
で
し

た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
落
か
ら
森
に
通
じ
る
一
本
道
を
「
神

様
道
」
と
呼
び
、「
木
の
枝
一
本
た
り
と

も
損
傷
す
れ
ば
、
必
ず
天
罰
が
下
る
」
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
、
住
民
は

こ
の
森
を
敬
い
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

古
く
は
、
こ
の
森
か
ら
流
れ
出
る
「
カ

ン
ギ
ョ
ウ
」
を
始
め
、
集
落
内
の
「
オ
ウ

ン
ギ
ョ
」
と
「
シ
ョ
ウ
ジ
ゴ
ウ
」
の
３
つ

の
川
の
そ
れ
ぞ
れ
に
祈
願
所
を
持
ち
祭
祀

を
執
り
行
い
、
五
穀
豊
穣
と
一
家
の
幸
せ

を
コ
ウ
ガ
ミ
様
（
川
神
様
）
に
託
し
て
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
３
年
に
豊

穀
神
社
が
建
立
さ
れ
る
と
、

４
０
０
年
前
余
り
に
活
躍
し
た

地
元
の
英
雄
２
名
（
掟
大
八
目

と
弓
の
名
手
・
政
勝
）、
３
つ
の

川
の
祈
願
所
に
祭
ら
れ
て
い
た

コ
ウ
ガ
ミ
様
が
神
社
に
合
祀
さ

れ
、
手
々
集
落
の
守
り
神
と
さ

れ
ま
し
た
。

さ
て
、
奄
美
群
島
に
は
島
々
を
創
造
し
、

島
づ
く
り
を
し
た
女ア

マ

神ミ
コ

が
降
臨
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
が
、
手
々
集

落
に
も
そ
の
よ
う
な
伝
説
の
残
る
場
所
が

あ
り
ま
す
。
集
落
北
西
部
の
サ
ト
ウ
キ
ビ

畑
の
中
に
突
如
現
れ
る
巨
石
が
「
鬼
の
足

跡
石
」
で
、
石
上
に
は
不
思
議
な
形
の
跡

が
残
り
、
地
元
で
は
古
く
か
ら
ア
マ
ミ
コ

の
足
跡
と
す
る
伝
説
が
語
り
継
が
れ
て
き

ま
し
た
。

石
の
長
さ
は
４
・
５
メ
ー
ト
ル
、
幅
３

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ
り
、
こ
の
地
域
一
体

を
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
の
導
入
で
整
備

し
た
際
は
、
巨
大
さ
ゆ
え
に
手
を
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

羽
の
生
え
た
馬
に
乗
っ
た
神
様
が
ア
マ

ミ
コ
で
、
そ
の
際
に
舞
い
降
り
た
場
所
が

こ
の
巨
石
の
上
だ
と
想
像
す
る
の
も
ロ
マ

ン
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

町
内
史
跡
巡
り　

第
16
回
＝
手
々
集
落
＝

【お問い合わせ先】
町郷土資料館☎ 82―２９０８

不思議な跡が残る「鬼の足跡石」

※
注
１
：
奄
美
・
琉
球
世
界
自
然
遺
産
候

補
地
科
学
委
員
会
と
は
、
世
界
自
然
遺

産
の
正
式
推
薦
に
向
け
て
、
有
識
者
か

ら
科
学
的
・
専
門
的
見
地
に
基
づ
く
必

要
な
助
言
を
い
た
だ
く
た
め
、
環
境
省

那
覇
自
然
環
境
事
務
所
、
林
野
庁
九
州

森
林
管
理
局
、
鹿
児
島
県
、
沖
縄
県
が

共
同
で
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
注
２
：
鹿
児
島
大
学
特
任
教
授
の
星
野

一
昭
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
先
月
号

の
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

徳
之
島
町
役
場
企
画
課
☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
２
２
）　

担
当
：
遠
藤

然
を
地
元
の
人
た
ち
が
理
解
し
、
一
緒

に
遺
産
の
価
値
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が

大
事
」
と
述
べ
ま
し
た
。

当
日
は
、
会
場
入
り
口
に
徳
之
島
の

希
少
野
生
動
植
物
や
徳
之
島
地
区
自
然

保
護
協
議
会
の
活
動
に
関
す
る
写
真
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者

ら
が
興
味
深
そ
う
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
当
日
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に

関
し
て
は
、
星
野
特
任
教
授
の
回
答
を

同
協
議
会
で
取
り
ま
と
め
、
３
町
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
予
定
で

す
。

展示写真やパンフレットを熱心に見る参加者ら

星野一昭特任教授の説明を真剣に聞く住民と関係者ら
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「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」が平成 19 年 6 月に交付されました。こ
れにより、各自治体が財政健全性に関する比率（「健全化判断比率」及び「資金不足比率」）を公表し、各
比率が基準以上の場合には、議会の議決を経て、財政健全化計画等を作成し、財政の早期健全化や再生等
を図ることとなります。

■徳之島町の平成 26 年度決算における「健全化判断比率」及び「資金不足比率」について
＜健全化判断比率＞

平成２6年度 平成２5年度 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － － １５．００％ ２０．００％
連結実質赤字比率 － － ２０．００％ 3０．００％
実質公債費比率 １３．２％ １４．６％ ２５．００％ ３５．００％
将来負担比率 ７１．９％ ７０．９％ ３５０％
※	 黒字により、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は算定されないため「－」を記載

○実質赤字比率・・・一般会計を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率。家計でいえば、年
間の収入に対してどれだけ赤字となってしまったかを示します。
⇒一般会計等の実質収支は黒字であるため算定されていません。

○連結実質赤字比率・・・全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。家計でいえば、日
常の生活費と学費の積立口座等の全ての出し入れを含めた赤字の割合を示します。
⇒全ての会計の実質収支は黒字であるため算定されていません。

○実質公債費比率・・・一般会計等が負担する地方債の元利償還金及び準元利金の標準財政規模に対する
比率。家計でいえば、１年間の収入に対する、借金の返済額の割合を示します。
⇒平成２6年度は、前年度比△1．4％と減少しています。減少した主な要因は、地方債の元利償還金（△
１０２，１２５千円）の減少などによります。

○将来負担比率・・・一般会計が負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。家計でいえば、
１年間の収入に対して、住宅ローン等の借金の返済や将来支払う事が確定している費用の割合を示します。
⇒平成２6年度は、前年度比 1．０％と増加しています。増加した主な要因は、公営企業債等繰入見
込額（１０５，０８６千円）及び、地方債現在高（１８０，０３６千円）の増加などによります。

＜資金不足比率＞
会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業特別会計（法適用） －

２０．０
簡易水道特別会計（法非適用） －
農業集落排水事業特別会計（法非適用） －
公共下水道事業特別会計（法非適用） －
※資金不足比率が算定されないため、「－」を記載。なお、「法適用とは公営企業法の全部又は一部を摘要している事業
をいい、「法非適用」とは、それ以外の事業を言います。

○資金不足比率・・・公営企業会計毎の資金不足額の事業規模に対する比率で、一般会計等の実質赤字比
率にあたります。
⇒各会計とも黒字であるため算定されていません。

徳之島町の平成２6年度決算における健全化判断比率及び資金不足比率は、いずれも早期健全化基
準または経営健全化基準を下回っています。しかしながら今後は地方交付税の減少も予想されるため、
町債の計画的発行、自主財源の確保、行政改革による経常経費の更なる削減を進めながら、町財政の
健全化に努めてまいります。

平成26年度決算における健全化判断比率・資金不足比率の公表について
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母
間
集
落
は
、
花
時
名
・
大
当
・
反
川
・
池
間
の
４
地

区
か
ら
な
る
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
、
９
本
の
河
川
が
流
れ

る
水
に
恵
ま
れ
た
集
落
。
集
落
の
南
西
に
は
美
名
田
山
や

井
之
川
岳
を
望
み
、
東
側
に
は
太
平
洋
に
向
か
い
幅
の
広

い
リ
ー
フ
で
で
き
た
な
だ
ら
か
な
海
岸
が
続
き
ま
す
。
そ

の
海
岸
と
一
体
と
な
る
よ
う
に
家
々
が
連
な
り
、
海
沿
い

の
南
北
４
㎞
に
わ
た
り
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
８
１
６
（
文
化
13
）
年
に
「
母
間
騒
動
」
が
起
き
た

こ
の
地
は
、
ト
ゥ
ー
ル
墓
や
線
刻
画
、
花
時
名
の
銅
山
跡

な
ど
多
く
の
史
跡
が
残
り
、
古
来
の
人
々
の
息
づ
か
い
を

感
じ
る
歴
史
豊
か
な
集
落
で
す
。

き
ま
い
た
り
ち
ゅ

―
元
気
な
集
落
―

Ｆａｉｌ．3

母間集落

■
人
口
：
９
２
７
人

■
世
帯
数
：
４
９
８
戸

母
間
集
落
は
徳
之
島
の
東
の
中
央
寄
り
に
位
置

し
、
南
北
約
４
㎞
に
渡
っ
て
集
落
が
連
な
る
。

毎
月
１
日
、
池
間
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
美
化
活
動
。

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
清
掃
や
雑
草
の
除
去
、選
定
、

種
や
苗
の
植
え
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
集
ま

る
こ
と
で
、
地
域
内
で
の
情
報
交
換
や
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
、
人
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

母
間
校
区
の
少
年
少
女
で
結
成
さ
れ
て

い
る
自
主
的
な
防
災
組
織
。

規
律
訓
練
や
海
岸
清
掃
、
年
末
に
は
児

童
た
ち
が
消
防
車
に
乗
り
火
災
予
防
の
声

か
け
を
行
い
ま
す
。
年
始
に
は
消
防
出
初

め
式
に
参
加
し
、
年
間
を
通
じ
て
積
極
的

に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

どんどん祭りのパレードで、カマや槍を手に「それ
いくぞー」などの掛け声で母間騒動を再現しました。
一致団結を表現した行進は、ひときわ見る者の目を
引き、優勝に輝きました。

母間ちゅっきゃい節祭り
母間 4地区で形成される母間校区振興会が開催する地域の大切な祭り。母間の地

区内で始まった小さな祭りは、年を重ねるごとに来場者が増え、大規模に。舞台で
繰り広げられる踊りの輪は、地元住民に加え招待客や観客で大きく広がり、夜の港
を華やかに彩ります。

元気な母間っ子がみんなで参加！
母間少年少女防火クラブ

四季折々の花で見る者を楽しませる

池間フラワークラブ

行事ごとに深まる　母間の絆！
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８
月
６
日
か
ら
９
月
13
日
ま
で
の
約
一
か
月
間
、
武
蔵
野
大
学
か
ら
３
年
生
８

名
、
１
年
生
計
55
名
が
滞
在
し
て
お
り
ま
し
た
。
３
年
生
は
、
午
前
中
徳
之
島
町

役
場
の
企
画
課
、
地
域
営
業
課
、
観
光
連
盟
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
わ
せ
て

頂
き
、
午
後
は
徳
之
島
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
、
視
察
を
含

め
て
一
か
月
の
滞
在
を
し
て
お
り
ま
し
た
。１

年
生
は
、
農
業
体
験
班
と
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
作
成
の
サ
ポ
ー
ト
班
と
し
て
、

一
週
間
お
き
に
五
組
の
班
が
滞
在
し
て

お
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
島
な
の
か
、
し
っ
か
り
と
役

目
を
果
た
す
こ
と
は
出
来
る
だ
ろ
う
か
、

不
安
と
期
待
に
胸
を
躍
ら
せ
成
田
空
港

を
飛
び
立
っ
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に

一
か
月
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一

か
月
の
徳
之
島
で
の
暮
ら
し
を
振
り
返

る
と
、
一
番
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
島

民
の
方
々
の
温
か
さ
で
し
た
。
こ
ん
な

に
も
人
情
に
溢
れ
た
人
が
集
ま
っ
た
場

所
は
世
界
を
探
し
て
も
徳
之
島
が
一
番

だ
と
思
い
ま
す
。
温
か
く
見
守
っ
て
下

さ
っ
た
皆
様
に
、
私
た
ち
が
一
か
月
ど

の
様
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
少
し
で

も
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
こ
の
ペ
ー
ジ

を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

３
年
生
８
名
の
う
ち
１
名
が
徳
之
島
町
役

場
「
企
画
課
」
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
内
容
は
、
徳
之
島
町
役

場
で
の
業
務
体
験
、
奄
美
群
島
国
定
公
園
特

別
保
護
地
区
へ
行
き
動
植
物
の
観
察
、
第
一

回
徳
之
島
町
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
協
議

会
の
議
事
録
作
成
、
今
読
ん
で
お
ら
れ
ま
す

広
報
の
「
徳
之
島
町
×
武
蔵
野
大
学
」
ペ
ー

ジ
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
実
際
に
動
植
物

に
触
れ
、
自
然
遺
産
登
録
候
補
地
で
あ
る
自

然
の
豊
か
さ
、
重
み
を
身
を
も
っ
て
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

３
年
生
８
名
の
う
ち
、
４
名
の
学
生
が
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

内
容
は
、徳
之
島
町
総
合
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー

み
の
り
館
で
の
作
業
を
主
に
、
観
光
地
の
清

掃
、
観
光
地
視
察
、
ど
ん
ど
ん
祭
り
の
設
営
・

片
づ
け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
み
の
り
館
で

は
、
徳
之
島
の
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
農

産
物
を
有
効
活
用
し
た
特
産
加
工
品
の
商
品

開
発
を
目
指
し
て
い
る
た
め
、
学
生
も
新
商

品
の
試
食
、
島
の
名
産
物
を
使
用
し
た
ジ
ェ

ラ
ー
ト
や
ジ
ュ
ー
ス
作
り
を
体
験
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

インターンシップ
≪企画課≫

徳
之
島
町
役
場

×武
蔵
野
大
学

インターンシップ
≪地域営業課≫

武蔵野大学インターシップ体験記

【井之川岳にて】
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３
年
生
８
名
の
う
ち
３
名
の
学
生
が
、
丸

野
清
さ
ん
の
も
と
観
光
連
盟
で
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
内
容
と
し
て
は
、
徳

之
島
物
産
株
式
会
社
で
の
お
菓
子
作
り
、
丸

野
さ
ん
に
ガ
イ
ド
し
て
頂
き
な
が
ら
観
光
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
す
る
う
え
で
貴
重
な
意
見
や
、
丸
野
さ
ん

の
ご
紹
介
の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
方
々

に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
日
々
勉
強
の
連

続
で
し
た
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
放
送
に
出
演
さ

せ
て
頂
き
、
私
た
ち
の
活
動
を
発
信
さ
せ
て

頂
く
な
ど
観
光
連
盟
な
ら
で
は
の
経
験
も
多

く
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
徳
之
島
の
魅
力
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
し
て
発
信
す
る
た
め
、
調
査
・
視
察
を

兼
ね
て
滞
在
し
て
お
り
ま
し
た
。ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
徳
之
島
を
宝
に
」
私

た
ち
に
と
っ
て
徳
之
島
で
の
経
験
は
、
か
け

が
え
の
な
い
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
想

い
と
感
じ
た
魅
力
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

伝
え
、
ま
だ
徳
之
島
の
魅
力
に
気
づ
い
て
い

な
い
人
の
心
に
響
く
、
そ
ん
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
訪
れ
た
人
に
と
っ
て
、
い
つ
ま

で
も
心
に
残
り
続
け
る
「
宝
物
」
の
様
な
存

在
に
徳
之
島
が
な
る
よ
う
な
き
っ
か
け
に
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
が
な
れ
た
ら
光
栄
で
す
。

８
月
22
日
、
井
之
川
の
浜
下

り
に
参
加
。
踊
り
に
つ
い
て
い

く
事
す
ら
大
変
な
私
た
ち
と
は

対
照
的
に
島
民
の
方
々
の
華
麗

な
踊
り
と
底
な
し
の
明
る
さ
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
快
く

迎
え
て
く
れ
た
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

闘
牛
の
練
習
試
合
の
見
学
。
徳
之
島
に
来

て
闘
牛
と
い
う
文
化
を
初
め
て
知
っ
た
私
た

ち
に
と
っ
て
、
試
合
で
見
る
闘
牛
の
姿
は
息

を
飲
む
も
の
で
し
た
。

大
切
に
育
て
ら
れ
た
闘
牛
の
姿
は
、
ア
ス

リ
ー
ト
そ
の
も
の
で
し
た
！

インターンシップ
≪観光連盟≫

徳之島 navi

一年生
≪農業体験≫

伝統行事
≪井之川の浜下り≫

≪闘牛≫

【丸野さんとミーティング】

一
週
間
お
き
に
３
組
の
班
が「
永
吉
フ
ァ
ー

ム
」「
奥
山
洋
子
様
」「
ふ
と
り
農
園
」
に
農

業
体
験
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
経
験
ば
か
り
で
毎
日
汗
だ
く
で

頑
張
り
、
食
の
大
切
さ
、
大
変
さ
を
学
び
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
通
じ
て
、
あ
ら
た
め
て
、

食
べ
物
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
、
農
家
の
人

の
想
い
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
カ
フ
ェ
寄
る
辺
に
て

店
主
さ
ん
と
島
キ
ャ
ン

生
の
方
と
】

取材等ご協力して下さいま
した皆様、
ありがとうございました！

武蔵野大学インターシップ体験記武蔵野大学インターシップ体験記
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まちの話題 ●● ●

町
内
の
亀
徳
集
落
で
８
月
16
日
、

互
い
に
水
を
掛
け
合
い
無
病
息
災
を

願
う
恒
例
行
事
「
ニ
ィ
ン
ケ
（
ネ
ン

ケ
）」
が
行
わ
れ
、
地
区
内
外
か
ら
大

勢
の
住
民
が
詰
め
か
け
て
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

今
回
は
初
の
試
み
と
し
て
、
県
道

の
一
部
を
通
行
止
め
に
し
、
３
カ
所

に
水
を
貯
め
る
プ
ー
ル
を
設
置
し
実

施
。
車
の
往
来
を
気
に
す
る
必
要
が

無
い
こ
と
も
あ
り
、
道
路
い
っ
ぱ
い

に
参
加
者
の
歓
声
が
広
が
り
ま
し
た
。

水
掛
け
祭
り
の
後
半
は
、
集
落
内

外
の
青
年
団
が
出
場
し
綱
引
き
が
行

わ
れ
、
選
手
た
ち
は
水
を
浴
び
な
が

ら
奮
闘
。
花
徳
青
年
団
は
お
そ
ろ
い

の
カ
ッ
パ
姿
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

徳
之
島
町
の
手
々
集
落
で
８
月
16
日
、
町
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
「
ム
チ
タ
ボ
リ
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
連
日
の
雨
の
た
め
、
住
民
の
家
を

回
る
の
は
取
り
止
め
、
手
々
小
中
学
校
体
育
館

で
の
実
施
。
扇
子
を
手
に
白
い
布
を
ま
と
っ
た

男
性
と
浴
衣
姿
の
女
性
が
、
太
鼓
と
三
線
に
合

わ
せ
て
息
の
あ
っ
た
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

例
年
、
お
盆
の
８
月
15
日
に
行
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
大
雨
に
よ
り
16
日
に
延
期
。
そ
れ
で

も
、
天
候
の
回
復
が
難
し
い
た
め
、
伝
統
を
守

る
意
味
か
ら
も
屋
内
で
の
開
催
を
決
定
し
ま
し

た
。集
落
内
外
か
ら
も
大
勢
の
住
民
が
集
ま
り
、

午
後
７
時
に
ス
タ
ー
ト
。
通
常
は
別
々

に
回
る
大
人
と
子
ど
も
た
ち
が
、
２
重

の
輪
に
な
っ
て
踊
る
「
ア
ン
ゴ
ー
踊
り
」

を
演
じ
ま
し
た
。

井
上
章
司
区
長
は
「（
過
去
に
は
）
大

雨
で
途
中
か
ら
体
育
館
で
行
っ
た
こ
と

は
あ
る
が
、
こ
れ
も
伝
統
行
事
を
絶
や

さ
な
い
た
め
。
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
」

と
話
し
ま
し
た
。

亀徳　ニィンケ

手々 ムチタボリ

総当たりで対戦した結果、亀徳小
学校水泳部の女性保護者チーム「亀
徳小水泳部女子」が優勝。子どもた
ちと一緒に大喜びしました。
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●● ● Town news

井
之
川
集
落
で
８
月
22
日
か
ら
翌

23
日
の
朝
に
か
け
、
県
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
の
「
夏
目
踊
り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
地
元
住
民
や
帰
省
客
に

た
く
さ
ん
の
観
客
も
加
わ
り
、
集
落

全
戸
を
夜
通
し
練
り
歩
き
、
先
祖
の

霊
を
慰
め
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

町
文
化
会
館
で
８
月
29
日
、
徳
之
島
三
町
文

化
協
会
主
催
の
「
第
25
回
徳
之
島
民
謡
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
島
内
か
ら
約
６
０
０
名

の
観
客
が
集
ま
り
、
島
唄
や
新
民
謡
、
島
口
漫

談
や
伝
統
芸
能
を
見
て
聞
い
て
楽
し
み
ま
し
た
。

徳
之
島
三
町
か
ら
個
人
や
団
体
が
出
場
し
、

伝
統
芸
能
や
島
唄
の
演
奏
な
ど
を
中
心
に
、
19

の
演
目
を
披
露
。
島
唄
や
新
民
謡
が
演
奏
さ
れ

る
と
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
歌
を
口
ず
さ

む
声
が
聞
こ
え
、
伝
統
芸
能
の
踊
り
で
は
感
嘆

し
た
声
が
広
が
り
ま
し
た
。
島
口
漫
談
で
は
、

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
話
し
ぶ
り
に
、
終
始
会
場

が
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
町
文
化
協
会
の
幸
野
善

治
会
長
が
「
廃
れ
ゆ
く
島
口
や
島
唄
、

民
謡
や
郷
土
芸
能
を
後
輩
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た

よ
う
に
、
若
い
世
代
へ
の
継
承
が
問

わ
れ
る
伝
統
文
化
。
子
ど
も
達
の
登

場
に
大
人
た
ち
は
息
を
の
む
よ
う
に

静
か
に
出
番
を
見
守
り
、
演
奏
や
唄

が
終
わ
る
と
拍
手
喝
采
で
子
ど
も
達

の
健
闘
を
称
え
ま
し
た
。

徳
之
島
町
か
ら
は
、
亀
津
中
学
校

一
年
生
の
中
元
楓
花
さ
ん
と
亀
津
小

学
校
五
年
生
の
冨
里
綾
乃
さ
ん
の
ペ

ア
が
出
場
。「
ヨ
イ
ス
リ
節
」
を
澄
ん

だ
歌
声
で
歌
い
会
場
を
魅
了
し
ま
し

た
。

徳之島民謡大会

井之川 夏目踊り

浜
下
り
を
終
え
た
住
民
は
、
午
後
11
時
頃
か
ら
宝

島
、
伊
宝
、
佐
渡
の
３
地
区
に
別
れ
て
集
合
。「
あ
っ

た
ら
七
月
」
な
ど
男
女
掛
け
合
い
の
歌
を
太
鼓
や
指

笛
で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
夜
更
け
か
ら
の
祭
り
に
も

か
か
わ
ら
ず
集
落
外
か
ら
の
大
勢
の
観
客
が
集
ま

り
、
各
家
々
の
庭
先
で
披
露
さ
れ
る
情
熱
的
な
伝
統

行
事
を
見
物
し
て
い
ま
し
た
。
途
中
雨
に
見
舞
わ
れ

な
が
ら
も
朝
10
時
頃
ま
で
、
老
若
男
女
が
輪
に
な
っ

て
に
ぎ
や
か
に
踊
り
明
か
し
ま
し
た
。
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まちの話題 ●● ●

母
間
新
港
多
目
的
広
場
で
８
月
19
日
、

「
第
22
回
ち
ゅ
っ
き
ゃ
い
節
夏
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
落
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
、
盆
踊
り
や
舞
台

を
観
賞
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
母
間
発
祥

「
ち
ゅ
っ
き
ゃ
い
節
」
な
ど
の
唄
と
三
味

線
に
合
わ
せ
、
母
間
校
区
女
性
連
が
踊
り

を
披
露
。
大
き
な
踊
り
の
輪
を
囲
む
よ
う

に
大
勢
の
観
客
が
集
ま
り
、
唄
の
音
色
や

華
や
か
な
踊
り
の
世
界
を
味
わ
い
ま
し

た
。
母
間
保
育
所
の
園
児
に
よ
る
元
気
な

み
こ
し
、
観
客
も
一
緒
に
踊
る
盆
踊
り
な

ど
様
々
な
演
目
で
、
祭
り
は
始
終
に
ぎ
や

か
な
雰
囲
気
で
進
み
ま
し
た
。

母間ちゅっきゃい節夏まつり
伝統の輪を囲んで

山
漁
港
で
８
月
23
日
、「
ど
ん
ど
ん
祭

り
第
31
回
波
乗
り
祭
」（
徳
之
島
サ
ー
フ
ィ

ン
連
盟
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

人
か
ら
子
供
ま
で
39
名
が
、
競
技
に
奮
闘

し
ま
し
た
。

８
月
６
日
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
良

い
波
に
恵
ま
れ
ず
延
期
が
続
い
た
今
大

会
。
普
段
は
穏
や
か
な
山
漁
港
内
は
、
台

風
15
号
の
影
響
で
う
ね
り
を
伴
う
大
き
な

波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
や
っ
と
訪

れ
た
グ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
ブ
に
、
サ
ー
フ
ァ
ー

た
ち
は
積
極
的
に
技
を
披
露
し
、
見
る
者

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
競
技
を
間
近
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
桟
橋
に
は
た
く
さ
ん
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
集
ま
り
、
大
技
に
挑
む
選

手
に
大
き
な
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

南
区
中
堅
会
が
「
平
成
27
年
度
道
路
愛

護
知
事
表
彰
」
を
受
け
、
９
月
７
日
町
長

室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
区
中
堅
会
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日

に
集
落
内
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
会
の
設
立
前
か
ら
実
行
さ
れ
て
い
る

こ
の
活
動
は
、
南
区
に
と
ど
ま
ら
ず
町
全

体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
へ
広
が
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
道
路
愛
護
に
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。
中
堅
会
を
代
表
し
て
川
野
拓
郎

氏
が
「
活
動
を
始
め
た
当
初
と
比
べ
、
ご

み
の
量
は
減
少
し
て
い
る
。
清
掃
の
必
要

が
な
く
な
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
を
継
続

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

サーフィン大会
念願のグッドウェイブで熱戦

道路愛護知事表彰
町内へ広がる清掃の輪

花
徳
地
区
花
徳
浜
で
８
月
30
日
、「
ど

ん
ど
ん
ま
つ
り
第
17
回
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
晴
れ
渡
る
夏

空
の
下
、
22
組
の
チ
ー
ム
が
優
勝
を
目
指

し
て
競
い
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
暑
い
日
差
し
に
照
り

つ
け
ら
れ
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
競
技
。

コ
ー
ト
内
で
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
イ
に
、
会

場
に
は
歓
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
選
手

や
応
援
に
集
ま
っ
た
観
客
は
、
潮
風
が
そ

よ
ぐ
心
地
の
良
い
海
辺
の
雰
囲
気
を
満
喫

し
な
が
ら
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。

大
会
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

１
位
：
修
三
チ
ャ
レ
ン
ジ　

２
位
：
ち

な
ボ
ー　

３
位
：
Ｆ
．
Ｍ
．
Ｃ

ビーチバレー大会
花徳浜で熱戦！
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７
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第

69
回
鹿
児
島
県
体
育
大
会

第
56
回
大
島
地
区
大
会
」

に
お
い
て
入
賞
し
た
各
団

体
が
、
８
月
21
日
役
場
町

長
室
を
訪
問
し
、
高
岡
秀

規
町
長
に
大
会
の
結
果
を

報
告
し
ま
し
た
。

徳
之
島
町
の
入
賞
種
目

は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
種
目
：
成
績
）

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
：
１
位

テ
ニ
ス
：
２
位

男
子
卓
球
：
２
位

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
：
２
位

全
空
連
空
手
：
２
位

剣
道
：
３
位

弓
道
：
３
位

相
撲
：
３
位

柔
道
：
３
位

記録的大雨による被害のために

～建設業協会より災害義援金～

　地域の安心を支えるために

～日本赤十字社から感謝状～

８月 19 日、徳之島建設業協会から徳之島町へ豪
雨災害義援金の寄贈がありました。役場町長室で、
同協会の酒匂源宝会長から高岡秀規町長へ義援金
の 30 万円が手渡されました。

役場町長室で８月 21 日、高岡秀規町長から町内
４社へ「日本赤十字社資功労による支部長感謝状」
が伝達されました。今回は、東天城クリニック、
徳之島町通信特機、紀ノ国屋薬局、亀津カーシティ
が感謝状を受けました。

　

優
賞
旗
と
賞
状
を
た
ず
さ
え
て

＝
第
56
回
大
島
地
区
大
会
入
賞
報
告
＝

平
成
27
年
度

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業

新
村
集
落
、
下
久
志
集
落
に
机
や
イ
ス

な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

「
平
成
27
年
度
の
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
」

と
し
て
、
新
村
集
落
・
下
久
志
集
落
が
「
一
般

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
」
の
対
象
と
な
り
、
机
や

イ
ス
、
Ｔ
Ｖ
や
ク
ー
ラ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

等
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及
広
報
活
動
の
一
環
と
し

て
、
住
民
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

に
助
成
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
後
２
団

体
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
や
各

種
行
事
等
に
有
効
活
用
し
地
域
の
活
性
化
に
役

立
て
る
予
定
で
す
。

〈
新
村
集
落
〉　　
　
　
　
〈
下
久
志
集
落
〉

町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

☎
82
―
２
９
０
４

問
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10/15
～

11/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
10
月
14
日

町
小
学
校
陸
上
記
録
会

（
町
総
合
運
動
公
園
）

■
10
月
17
日　

９
時
～

徳
之
島
地
区

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
町
総
合
運
動
公
園
）

■
10
月
31
日　

13
時
～

第
30
回
国
民
文
化
祭
２
０
１
５

民
謡
・
民
舞
フ
ェ
ス
タ

in
と
く
の
し
ま

（
町
文
化
会
館
）

■
11
月
４
日　

14
時
～

町
中
学
校
弁
論
・
英
語
暗
唱
大
会

（
町
文
化
会
館
）

■
11
月
５
日
～
８
日

猫
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業

ど
う
ぶ
つ
基
金
・
徳
之
島
三
町
共
催

（
天
城
町
農
業
セ
ン
タ
ー
）

■
11
月
７
日

亀
津
中
学
校
落
成
式

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関

係
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

農業
振興

事
業
主
体
を
募
集
し
ま
す

徳
之
島
町
地
域
資
源
活
用
事
業
（
向
春
草
）

町
農
林
水
産
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
４
２
・
２
４
３
）

問

相談

誰
で
も
安
心
し
て
法
律
相
談
を

弁
護
士
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
相
談
ご

希
望
の
方
は
10
月
９
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
、
下
記
お
問
い
合
わ

せ
先
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日　

平
成
27
年
10
月
19
日
（
月
）　

12
時
～

■
場
所　
　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

３
階
工
作
室

町
企
画
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問
収納

お
早
め
の
納
付
・
相
談
を
お
願
い
致
し
ま
す

滞
納
処
分
に
よ
る
捜
索
を
強
化
し
ま
す

徳
之
島
町
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
・
税
負
担
の
公
平
性
を
観
点

に
、各
種
税
金
の
滞
納
者
に
対
し
て
法
に
基
づ
き
滞
納
処
分(

差
押)

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
預
貯
金
、
生
命
保
険
、
不
動
産
の
差
押
に
加
え
、
滞

納
者
宅
又
は
事
務
所
等
の
捜
索
を
行
い
、
現
金
、
貴
金
属
、
家
具
、

大
型
家
電
、
自
動
車
な
ど
の
差
押
を
強
化
し
ま
す
。
捜
索
に
よ
り

差
押
え
ら
れ
た
財
産
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
や
公
売
会
な
ど

で
売
却
し
、
滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充
当
し
ま
す
。

税
金
が
滞
納
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
お
早
め
に
納
付
・
相
談
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

町
収
納
対
策
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

徳
之
島
を
含
む
南
西
諸
島
に
自
生
し
、
機
能
性
を
有
す
る
作
物
と
し

て
、
今
後
の
生
産
拡
大
等
が
期
待
さ
れ
て
い
る
向
春
草
（
ア
マ
ミ
シ
マ

ア
ザ
ミ
）
に
よ
る
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、
向
春
草
の
種
苗
生
産
を
す

る
事
業
主
体
を
募
集
し
ま
す
。
概
要
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

１
．
事
業
内
容

徳
之
島
町
内
の
農
家
へ
の
頒
布
等
を
目
的
に
、
現
在
、
自
生
又
は

栽
培
し
て
い
る
向
春
草
か
ら
種
子
を
取
り
出
し
、
育
苗
し
ま
す
。

２
．
募
集
期
間

平
成
27
年
10
月
末
ま
で
募
集
を
行
い
、
11
月
上
旬
に
事
業
主
体
を

決
定
し
ま
す
。

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

相談

お
気
軽
に
ご
相
談
を
！

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
！

10
月
19
日
（
月
）
か
ら
25
日
（
日
）
ま
で
の
一
週
間
は
、
行
政
相
談

週
間
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
各
種
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
本
町
で
は
行
政
相
談
委
員
の
東
郷
勇
さ
ん
が
、

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

国
な
ど
の
行
政
機
関
の
仕
事
に
対
す
る
要
望
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
、

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
所

【
日
時
・
場
所
】
10
月
22
日
（
木
）

○
10
時
か
ら
12
時　

花
徳
支
所

○
14
時
か
ら
16
時　

町
役
場
（
一
階
会
議
室
）

町
行
政
相
談
委
員　

東
郷
勇
☎
０
９
０
―
９
７
９
１
―
９
１
９
４

問

問
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鹿
児
島
県
企
画
部
地
域
政
策
課
土
地
対
策
係

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
２
４
３
８

町
企
画
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

国
土
利
用
法
に
基
づ
き
、
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い
て
、

土
地
に
関
す
る
権
利
の
移
転
ま
た
は
設
定
す
る
契
約
（
土
地
売

買
の
契
約
）
を
し
た
場
合
に
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

Q1　

国
土
利
用
法
の
届
け
出
制
と
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ　

乱
開
発
や
無
秩
序
な
土
地
利
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、
大
規

模
な
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
け
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。
土
地

取
引
と
い
う
早
期
の
段
階
か
ら
、
適
正
な
土
地
利
用
が
な
さ
れ

る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
快
適
な
生
活
環
境
や
暮

ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

Q2　

届
け
出
の
必
要
な
土
地
取
引
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

土
地
取
引
に
お
い
て
、
届
け
出
が
必
要
と
な
る
対
象
面
積
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
都
市
計
画
区
域
（
徳
之
島
町
で
は
、
亀
津
・
亀
徳
の
一
部
）

５
０
０
０
㎡
以
上

●
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
１
０
０
０
０
㎡
以
上

Q3　

誰
が
ど
の
よ
う
に
届
け
出
を
行
え
ば
よ
い
で
す
か
？

Ａ　

届
け
出
者
は
、
土
地
の
取
得
者
（
買
主
）
で
す
。
届
け
出
は
、

契
約
（
予
約
を
含
む
）
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間

以
内
（
契
約
締
結
日
を
含
み
ま
す
）
に
、
土
地
の
所
在
す
る
市

区
町
村
の
窓
口
（
徳
之
島
町
役
場
企
画
課
）
へ
、
土
地
の
利
用

目
的
な
ど
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。

Q4　

届
け
出
を
し
な
い
と
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ　

法
律
で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

土地
利用

国
土
計
画
法
の
概
要
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
見
て
み
ま
し
ょ
う

10
月
は
土
地
月
間
で
す

問

商工

徳
之
島
町
商
工
会
よ
り

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
販
売
の
お
知
ら
せ

町
内
の
商
品
券
取
扱
店
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
「
と
く
の
し
ま
町

商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」(

販
売
総
数
３
，
５
０
０
セ
ッ
ト)

の
販
売
を
、11
月
10
日(

火)

よ
り
開
始
し
ま
す
。(

完
売
次
第
終
了)

※
一
世
帯
に
つ
き
、
５
セ
ッ
ト(

５
万
円)

ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

※
商
品
券
の
転
売
・
代
理
購
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

町
商
工
会

☎
82
―
１
４
０
９

町
地
域
営
業
課

☎
83
―
４
１
１
１

問



– 16 –広報とくのしま 2015 年 10 月号

町住民生活課　☎ 82―１１１１（内線１２1）

～
平
成
27
年
12
月
18
日
（
金
）
ま
で

・
場
所
：
徳
之
島
町
役
場
介
護
福
祉
課

内

３
．
選
定
結
果

・
平
成
28
年
１
月
末
に
文
書
で
通
知
し

ま
す
。

◆
提
出
書
類

提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
募

集
要
領
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募

集

要

領

に
つ
い
て

は
、

町

ホ

ー

ム
ペ

ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

t
o
k
u
n
o
s
h
im

a
-
t
o
w
n
.o

r
g
/

k
a
ig

o
f
u
k
u
s
h
ik

a
/k

u
r
a
s
h
i/

f
u
k
u
s
h
i/2

0
1
5
b
o
s
y
u
y
o
ry

o
.

h
tm

l

）
も
し
く
は
、
介
護
福
祉
課
窓

口
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問

介護

事
業
者
を
募
集
し
ま
す

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
・
運
営
事
業

町
介
護
福
祉
課

☎
82
―
１
１
１
１

   

（
内
線
１
３
１
）

徳
之
島
町
で
は
「
第
６
期
徳
之
島
町
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平

成
27
年
度
～
29
年
度
）」
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
）
と
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
を
予
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
整
備
運
営
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
要
件
等

１
．
募
集
す
る
施
設

(1)
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
）

 

新
設
・（
１
箇
所
）
定
員
25
人
（
介

護
予
防
も
含
む
）

(2)
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

新
設
・（
１
箇
所
）
９
床

２
．
整
備
年
度

・
平
成
28
年
度
中
に
整
備
を
完
了
し
、

開
設
す
る
こ
と
。

３
．
応
募
資
格

・
法
人
格
を
有
し
、
応
募
申
請
時
点
で

鹿
児
島
県
内
に
そ
の
主
た
る
事
務
所

が
所
在
す
る
こ
と
。

◆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１
．
募
集
期
間

・
平
成
27
年
10
月
５
日
（
月
）
～
平
成

27
年
12
月
25
日
（
金
）
午
後
５
時
15

分
ま
で

２
．
説
明
及
び
募
集
要
領
の
配
布
等

・
日
時
：
平
成
27
年
10
月
５
日
（
月
）

環境

リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
海
上
輸
送
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

徳
之
島
３
町
で
は
、
一
般
財
団
法
人
家
電
製
品
協
会
が
実
施
す
る
離
島
対
策
事

業
に
よ
り
、
家
電
製
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
際
に
か
か
る
海
上
輸
送
費
の
一
部
が

助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
品
目
の
助
成
金
額
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

家電の種類 助成額

エアコン 790 円

テレビ 620 円

冷蔵庫・冷凍庫 1,610 円

洗濯機・乾燥機 960 円

※この助成は、海上輸送費

に対するものです。収集料

金とリサイクル料金は別に

なります。また、収集料金

については各販売店で異な

りますのでご注意ください。

上記に記載した家電 4 品目は、法律でリサイクルが義務付けられています。
買い替えや転居等で不要になった家電は、必ず最寄りの家電販売店に引き取っ
てもらってください。

インターネット等で購入した義務外品（引き取りを依頼する店で購入したも
のではない）も販売店で引き取ります。もし不燃ごみとして出しても町は回収
しません。

問
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【
遺
言
や
各
種
契
約
書
は
公
正
証

書
で
作
成
し
ま
し
ょ
う
。】

近
年
、
遺
産
相
続
を
め
ぐ
る

争
い
や
、
金
銭
、
老
後
の
財
産

管
理
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
遺
言
や
養
育

費
の
支
払
、
金
銭
消
費
貸
借
、

土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
契
約
、

任
意
後
見
契
約
な
ど
、
遺
言
や

大
切
な
各
種
契
約
を
、
公
正
証

書
で
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
紛
争
を
未
然
に
防
止

し
、
あ
な
た
の
財
産
や
権
利
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

名
瀬
公
証
人
役
場
で
は
、
上

記
公
証
週
間
の
平
日
（
月
曜
～

金
曜
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
相

談
時
間
を
延
長
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。

当
役
場
で
の
相
談
を
希
望
す

る
方
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

名
瀬
公
証
人
役
場

奄
美
市
名
瀬
幸
町
12
番
22
号

☎
０
９
９
７
―
５
２
―
２
６
６
１

ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
再
就
業
に
不
安
を
お
持
ち

の
看
護
職
の
方
が
、
無
理
な
く
復
職
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
再
就
業
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
程

①
講
義　

平
成
27
年
11
月
10
日
（
火
）

～
11
日
（
水
）

②
実
習　

平
成
27
年
11
月
16
日（
月
）～
20
日（
金
）

の
間
の
１
日
（
実
習
施
設
は
選
べ
ま
す
）

■
会
場
：
奄
美
Ａ
ｉ
Ａ
ｉ
広
場
（
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
）

■
受
講
資
格
：
現
在
就
業
し
て
い
な
い
、
ま
た

は
再
就
業
一
年
未
満
の
看
護
職

（
看
護
師
・
准
看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師
）

■
受
講
料
：
無
料
（
た
だ
し
資
料
代
な
ど
諸
経

費
と
し
て
二
千
円
）

■
申
込
期
間
：
平
成
27
年
９
月
14
日
（
月
）

～
10
月
20
日
（
火
）

■
そ
の
他
：
講
義
日
の
み
託
児
を
実
施
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
県
看
護
協
会

鹿
児
島
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

〒
８
９
０
―
０
０
６
４

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
21
―
５

☎
０
９
９
―
２
５
６
―
８
０
２
５

Ｅ
―
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
：kagoshim

a@
nurse-center.net

問

看
護
職
の
再
就
業

支
援
セ
ミ
ナ
ー

ど
ん
な
ひ
と
の
、
ど
ん
な
悩
み
に
も
よ
り

そ
っ
て
、
一
緒
に
解
決
す
る
方
法
を
探
し
ま
す
。

生
活
、
仕
事
、
住
居
、
自
殺
念
慮
、
心
、
家
庭
、

お
金
、
病
気
、
障
が
い
、
犯
罪
、
性
、
Ｄ
Ｖ
・

性
暴
力
、
子
ど
も
、
法
律
・
法
的
手
続
き
、

行
政
・
そ
の
他
の
諸
手
続
き
、
教
育
、
人

間
関
係
、
外
国
籍
、
被
災
地
・
原
発
、
そ

の
他

電
話
相
談
の
専
門
員
が
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
お
電
話
く
だ

さ
い
。

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０
―
２
７
９
―
３
３
８

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

つ
な
ぐ　

さ
さ
え
る
）

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
。
相
談
し
た
い

こ
と
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
気
持
ち

や
悩
み
を
聞
い
て
欲
し
い
方

外
国
語
に
よ
る
相
談

性
暴
力
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

な
ど
女
性
の
相
談

性
別
や
同
性
愛
に
関
わ
る
相
談

自
殺
を
考
え
る
ほ
ど
思
い
悩
ん
で
い
る
方

被
災
者
の
方
で
困
っ
て
い
る
方

24
時
間　

通
話
料
無
料

携
帯
電
話
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）、
公
衆
電
話
か
ら
も
つ

な
が
り
ま
す
。

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

24
時
間
年
中
無
休
電
話
相
談

10
月
１
日
～
７
日
は
、

「
公
証
週
間
」
で
す

123458

問

徳
之
島
の
Ｂ
型
肝
炎
患
者
の

皆
さ
ん
へ

弁
護
団
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

　

開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

平
成
27
年
10
月
24
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

■
会
場　

徳
之
島
町　

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
亀
津
２
９
１
８
番
地
）

集
団
予
防
接
種
に
よ
っ
て
感
染
し
た

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
患
者
・
ご
遺
族
に

国
か
ら
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
に
給
付
金
の
支
給
を
約
束
さ
せ
た

弁
護
団
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。給
付
金
、

医
療
費
助
成
な
ど
Ｂ
型
肝
炎
に
関
す
る

こ
と
を
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

ご
予
約
の
方
を
優
先
し
ま
す
。
ま
ず

は
下
記
に
お
電
話
ご
予
約
下
さ
い
。

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟鹿

児
島
県
弁
護
団

☎
０
９
９
―
２
４
７
―
３
５
３
１

（
鹿
児
島
市
）
向
総
合
法
律
事
務
所　

弁
護
士
向
和
典

☎
０
９
９
７
―
５
４
―
５
５
８
８

（
奄
美
市
） 

末
広
町
法
律
事
務
所　

弁

護
士
鈴
木
穂
人

問
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世界自然遺産登録への歩み
平成 26 年度決算のあらまし
健全化判断比率・資金不足比率の公表
元気な集落（母間）
武蔵野大学インターシップ体験記
町の話題
町のきばいむん
町からのお知らせ
健康トピックス
学校紹介（亀徳小学校）／
題字紹介／目次
戸籍の窓／シマの宴案内

02
04
06
07
08
10
13
14
18
19
20

index

表紙写真

あたらしい農業の形として
導入されたビニールハウスでの
パパイヤ栽培。10 月に植え付け
した苗木は健やかに育ち、たわ
わに果実を実らせていました。
今夏 7月より、初出荷が始まっ
ています。
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■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
報
と
く
の
し
ま
　
2015．

10
月
号
　
№
497

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

徳
之
島
愛
ラ
ン
ド

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

定
休
日
の
お
知
ら
せ

10
月
12
日
（
月
）
は
、

徳
之
島
愛
ラ
ン
ド
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
定
休
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

月
曜
日
は
、
ゴ
ミ
の
持

ち
込
み
及
び
収
集
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ゴ
ミ
を
出

し
た
り
、
持
ち
込
ん
だ
り

し
な
い
よ
う
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
月
曜
日
が
ゴ
ミ

の
収
集
日
に
な
っ
て
い
る

地
区
の
方
々
に
つ
き
ま
し

て
は
、
翌
日
の
10
月
13
日

（
火
）
に
ゴ
ミ
を
出
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

町
住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
２
１
）

問

第３０回国民文化祭かごしま 2015

情熱が文化に変わる !!

～シマの宴～
「 民謡 ・ 民舞フェスタ in とくのしま」 前夜祭

「民謡・民舞フェスタ in とくのしま」が、１０月３１日（土）町文化会館にて開催されます。
県外からも多くの出演者が参加されることから、「おもてなし・文化交流・郷土芸能の振興・
北部地域の活性化」などを目的として、その前夜祭を下記の日程にて行いますので、住民
の皆様のご参加をお待ちしております。

【町内参加予定団体】
・手々（ムチタボリ）・花徳（千人踊り） ・亀津中区（浜踊り）・諸田（鍬踊り）
・山（チクテングワ）・母間校区（田植踊り ほか）・その他 島唄など
■日時　平成２７年１０月３０日（金）
　　　　　　　午後６時からオープニング
■場所　母間新港 特設会場
■内容　郷土芸能（各集落）・島唄・花火・屋台

【お問い合わせ】
役場花徳支所　　☎ 84-0048
役場社会教育課　☎ 82-2904


